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円病害虫防除所の活動( 2 ) .中村日………………+ 回 目 田 園 置今
+ ; | | 予察情報 の 提供 は 農業指導 者 や 農業 樽 へ 郵! I 佐賀県農業技術防除セ ン タ ーの活動 | 送， FAX， FAX 情報サー ビ ス 「 ア グ リ 情報 さ が」 を +

.j， 組み合わせ て 行 っ て い る +
1 同 ぺ ひでひこ ( 2  ) 病筈虫防除の指導 4 
i (佐賀県農業技術防除セ ン タ ー 脇部秀彦) ① 病害虫 の診断 ; 
f 佐賀 県 で は， 1999 (平成 1 1) 年 8 月 よ り 県 の 機構 現在， 防除セ ン タ ー で実施 し て い る 主 な 防除指導業 ?
+ 改革に よ り ， 植物病害虫防除所 と 農産諜専門技術班が 務 は， 病 害 虫 の 診 断 で あ る 。 最 近 は 年々 増 加 し ， t 
A 一つ の組織 と な り ， 新た に 「佐賀 県農業技術防除セ ン 1999 (平成 1 1 ) 年度 は 378 件 と な っ た。 な か で も 野 +
; タ ーJ (以下 「防除セ ン タ ー」 と い う 。 ) が発足 し ， 病 菜 ・ 花 き が多 く な り ， 専門的な 同定技術 を 必要 と す る 1
1 害虫 防除部が病害虫防除所 と し て の 業務 を 行 っ て い 病害虫の診断が増加 し て い る 。 今後 も ， こ の よ う な傾 :
守 る 。 向 は続 く も の と 恩わ れ る o f 
+ ② 難防除病害虫対策支援 f 
4 1 活動の現状 防除セ ン タ ー で は ， カ ン キ ツ 類の ウ イ Jレ ス 病検定 を も
r ( 1 )  病害虫の発生予察お よ び情報提供 「柑橘類の ウ イ ル ス 病等 の伝染， 拡散防止実施方針J � 
; ① 調査方法 ( 1996 (平成 8) 年 佐 賀 県 農林部) に 基 づ き 実施 し l
f 現在， 県 内 の病害虫発生調 査 は， 防|徐 セ ン タ ー職 て い る ほ か， イ ネ い も ち 病の保菌種子調査， 斑点米カ f
+ 員， 県予察職員 (農試セ ン タ ー お よ び果樹試等の兼務 メ ム シ の発生調査， ス ク ミ リ ン ゴガ イ の越冬量調査， t 
4 職員 ) ， 防除員で行っ て い る 。 防除セ ン タ ー職員等が ヒ メ ト ピ ウ ン カ の イ ネ萎縮病保毒虫率調査， 果樹カ メ 4
1 作物 ご と に 月 2 回実施 し て い る 巡回調査は， 予察情報 ム シ の越冬主調査， 果樹カ メ ム シ の ヒ ノ キ 穆果 ビー テ 4
i を 作成す る 最大 の 根拠 と な っ て い る 。 一方， 防除員 ィ ン グ調査お よ びイ チ ゴ親株に お け る 炭痘病の簡易検 1
3 は， 当 セ ン タ ーか ら の遠隔地や各作物の 主要 な産地 に 定 を 独 自 で実施 し て い る 。 ; 
+ 配置 し， 防除セ ン タ ー職員等の調査 と 同ーの方法で， ま た ， 県内各地 に ウ リ ミ パエ， チ チ ュ ウ カ イ ミ パエ f
4 国場調査や各種の ト ラ ッ プ調 査 を 実施 し て い る 。 な 等の ミ パエ類の ト ラ ッ プ を設置 し ， 侵入瞥戒に 当 た っ 4

+ l ぉ， 防除員 は， JA の 営 農指 導 員 を 主体 に 54 名 で あ て い る 。 t
f る 。 ③ 病害虫防除研修会等の開催 : 
: ② 各種情報の提供 毎年， 定期的に普通作， 野菜お よ び果樹の留意すべ ;
+ 現在， 当 県の病害虫発生予察情報の種類は， 予報， き 病害虫等 に つ い て研修会 を 開催 し て い る 。 t
; 注意報， 警報お よ び特殊報の ほ か に ， 県独自 の情報 と 各研修会 は， 防除員研修 と し て ， 午前中 は 防除員対 +
; し て 技術対策資料 と 速報 ( デー タ 情報) があ る 。 こ の + 
; う ち 予報 と 速報 は定期的情報で， そ の他は 随時情報で 表 ー 1 平成 昨度巡回調査の実施状況 ? 
; あ る 。 1 _. _ . . . . . _. . . . ... 1 月 間 1 'm � .. ...o n t 
f 予報は， 本県の農業生産が多様化す る 中 で， 普通作 作 物 名 | 調制点 ・ 図場数 | 調査回数 | 誠査期間 t 
4 物 (水稲， ム ギ， ダ イ ズ) ， 果樹 ( ミ カ ン， ナ シ， ブ 準 | イ ネ I 25 100 I 2 刊O 月 t 
z ド ウ ， カ キ ) ， 野菜 ( イ チ ゴ， ナ ス ， キ ュ ウ リ ， ト マ 品 | ダイ ズ 9 18 I 2 I 7�10 月 + 
f ト ， ア ス パ ラ ガ ス ， タ マ ネ ギ) を対象 と し て い る 。 こ 作 | ムギ I 17 68 I 2 I 1 � 5 月 : 
; の他， 花 き ( キ ク ) は調査 を行 っ て い る が， 情報 ・ デ 果 | カ ンキ ツ I 6 14 I 2 I 刊

イ の峨峨一集鰍積
と し て 調査結果 を提供 し て い る 。 今後 も払 ， 産地形成に 樹 | プ ウ I 3 7 I 2 I 4� 9 月

| 3 6 1 1 5�10 月 +応 じ た 作 目 の選定 に留意す る と と も に， 効率的な調査 I N -， I V V I V I V �v ，. + 
体制 を整備 し， 予察対象作物 を取 り 上 げて い く 方針 で | タ マネ ギ 8 I 2 1 1 �� � 月野 | イ チ ゴ 7 14 1 2 1 9� 5 月あ る 。 I � � - I 0 I 菜 | ナ ス 5 10 1 1 9� 5 月| キ ュ ウ リ 8 1 1 9� 5 月 i 

.j. 花 | ト マ ト 3 6 1 2 1 9� 5 月 + 1 The Activity Plant Protection Office in Saga. By H i deー 1 � . '. _ .  _ 1 - 1 - 1 .j. き | ア ス パ ラ ガ ス 8 1 2 1 3�10 月 i t hil<o W AKIßE - I | す
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f の営農指導員 ら の 協力 を 得 て ， 新技術の普及 に 取 り 組 f

j 』h h ;::;み?とど ト 防 /レバー 1) ー フ コ ナ ジ ラ ミ j
+ .. 留置富由ト 弘樹 ーa瞳園彊i 一 .�叫~恥叫 一 ( 3幻) 1段長薬 に つ い て の指導 . 取 り 締 ま り ; 

J温-圃.圃.圃圃-圃圃圃.圃.圃寓圃.圃.圃冨醐硲掴掴圏圏圃圃圃回-司、‘ ‘ ♂ 也 、哨暢輔.. 帽町""-，‘樋畠 。仁仁ωiム率畠圏��バι1.丸;ん必 一ニ2 防除附セ …f誹凱 と は な い つ

; F竹γ惣-歯櫨t今勾勾?芯芯2写 す特吋喝 た槻販売殻業者制お よ げび防附除業鮪者 に附対す持 る ， 立臥入検悩査 . 指導 :
+ 吋盤調量点約 一 ω 主;� を実施 し， 農薬の安全な保管管理， 帳簿 の記載お よ び 4
.j. t 設が糟糠圏量感 予晶」ー 犠r A機械+ 総; 調練輔艦 長 嶋婦問酬鵬 購入者に対す る 適切 な ア ド バ イ ス 等 を徹底 さ せ， 農薬 ;
+ 務際機二一ニ レ議滅容務込 íU主義議選翻欝議務総綴幾綴緩懇意義綴 + ; 壊さ間三宮内政難機議 一一一 ; 

閥系6己 詰 際会 線機鐙嬢繍 2 特徴 あ る 活動 f 諒 裂察♂堅議む配当よ 島影雪!，.-. !J>A滋3 今夜番S彩2よ文Ikk: -itt:' 心者 ー 習挙時五福Þij間的&'��flnf 繋議議議護窓 嘉之輔 鱗総議瀦:ま護金 綴緩燃え議 防 除 セ ン タ ー が， 1995 (平成 7) 年 に 普 及 員 ， JA t 
+ 性 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プに よ る オ オ タ バ コ ガの調査 の営農指導員お よ び農業者等 を対象 に ， 病害虫発生情 +
+ 報の入手源 と 農業者の 防除時期の 決定 に つ い て ア ン ケ 4
1 象 に 調査方法等の説明 を行い， 午後か ら は一般参加の ー ト 調査 を行 っ た 結果， 防除時期の決定 に 役立つ情報 Z
f 研修 と し て， 問題 と な っ て い る 病害虫 に つ い て ， 県内 を迅速 に農業者へ直接提供す る こ と も 必要 で あ る こ と f
f 外か ら 講師 を招へい し講演 を 行 っ て い る 。 特 に ， 一般 が明確 と な っ た。 '*'; 参… 毎 回 普及一員 一 乙 山 一 一一口

よ び農業者等の熱心 な聴衆が多数参加 し て い る 。 ー ビ ス 「虫 む し情報 さ がj を開局 し ， 予察情報 を 全面
ま た ， 防除セ ン タ ー は， 各地区の普及セ ン タ 一等が 公開 し た。 1997 (平成 9) 年度 の利 用 は 約 2 ， 000 件， Z 

Z 主催す る 研修会 に も 積極的 に 参加 し協力 し て い る 。 1998 (平成 1刊0) 年度 は 約 1 ， 10∞0 件 で あ つ た 。 特 に ， t 
④ 農牒薬脚…分州……析向…活翻用 問…一…地伽問の崎一育
1凶99目3 (平成 5ω) 年か ら ， 照 内農産物の農薬残留分析 の ブプ什ラ ス タ ム情報が農業者 に 多 く 利用 さ れて い る も の

を 実施 し， そ の デ 一 夕 に基づいた産地指導 に よ つ て ， と 思わ れ る 。
農薬安全使用の啓発 に 大 き な成果 を 上 げて い る 。 な お， 1999 (平成 1 1 ) 年 よ り 専門技術部 が提供 し

⑤ 新技術の開発 て い る 情報 も 統合 し， 農業技術防除 セ ン タ ー の 農業技
i 現在， イ ネ い も ち 病お よ び果樹カ メ ム シ類の予察法 術 FAX 情報サー ビ ス 「 ア グ リ 情報 さ が」 と し て ， 発 f
f の開発お よ び侵入害虫であ る ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 生予察情報 に 加 え て ， 栽培技術， む ら づ く り 情報， 気 4
1 の 防除法の開発を 進め て い る 。 イ ネ い も ち 病では， ブ 象災害対策情報な ど内容を よ り 充実 さ せ てd情報 を提供 ;
: ラ ス タ ム情報を実用化 し ， 大 き な成果 を上げて い る 。 し て い る 。 3 f 新技術の開発は， 今後 も 試験研究機関 を 中心に進め ら お わ り に + 
f れ て い く が， 防除セ ン タ ー も 従来通 り ， 試験研究機関 専門技術班 と 統合後， 普及 セ ン タ ー か ら の病害虫診 +
? と 協力 ・ 調整 し ， 予察法や侵入病害虫の防除法等の開 断依頼等が急増 し， 診断 を 通 し た 具体的な情報交換等 3? 発に努め る こ と と し て い る 。 に よ り ， お互い の連携が強 ま っ て い る 。 今後， 普及セ ;
t @ 新技術の 実証 ・ 普及 ン タ ー と の協力体制 を よ り 強化 し， 環境 と 調和 し た 防 ij 防除セ ン タ ー で 比 試験研究機関お よ び専門技術員 除技術の指導 普及 を 目 指 山 き た い。 十
丸

と 協同 で， 実証展示圏 を 設置 し ， 地区の普及員 や JA + 

人事 消息 (農水省研究機関関係)
(6 月 30 日 付)
梅川 翠氏 ( 中国農試企画連絡室長) は， 農研セ 総合研

究官へ
仙北俊弘氏 (九州農試畑地利用部長) は， 中 国農試企画

連絡室長へ
宮下清貴氏 (農環研環境生物部微生物管理科土壌微生物

利用研究室長) は， 農林水産技術会議事務局研究管理
宮へ

事務所移転
社団法人全国植物検疫協会 (理事長菅原敏夫氏) は，

6 月 26 日 か ら 下記新事務所で業務 を 開始す る 。
干 101-0047 東京都千代 田 区 内神 田 3-3-4 万代 ビ ル

(全 農 薬 ビ ル) 5 階， TEL (03) 5294 - 1 520， FAX (03 ) 
5294-1525 

財団法人 自 然環境研究 セ ン タ ー (理事長大島康行氏)
は， 7 月 4 日 か ら 下記新事務所で業務 を 開始す る 。

〒 110-8676 東 京 都 台 東 区 下 谷 3-10-10， TEL (03) 
5824-0960， FAX (03) 5824ω0961 

一一一 41 一一一


